






































































































































































































































































































































制内の段層に対応しない。 A'B群と C ・D群が一つの群として統合することができ、 E'F群と























































































は， 7世紀後半から 8世紀前葉の盛唐期のものである。 702年に再開， 704年に帰国した遣唐使に
よってもたらされた可能性がある。
唐様式である四神図像は，その以前，唐あるいは新羅，あるいは新羅をつうじて唐から受容した様
式と推定できる。新羅で四神壁画は未発見であるが，瓦当文様には青龍・白虎などの四神図像がある。
新羅北辺の慶尚北道栄州に築造された於宿述知述干墓(595年)では人物像が表現されている。
飛鳥時代には高句麗僧・画師，百済僧観戦がもたらした天文学，四神思想がある。そうした基層文
化にあたらしく新羅・唐の文化を受容したのであった。
キトラ古墳の十二支像は，日本・新羅・唐という国際環境を浮きぼりにしてくれる。 7世紀末から
8世紀にかけて， r白村江の戦しリの敗戦をへて， 669年に遣唐使がとだえるが，新羅との通交は活
発となる。元薬師寺・大官大寺などの新羅系寺院の双塔式伽藍，飛鳥苑地と慶州雁鴨池の系統関係，
藤原京の造営と新羅王京との関係，近江の瀬多橋と慶州、|月精橋の橋脚構造の共通性にみられる建築・
土木技術の移転，新羅土器の分布と新羅系渡来人，正倉院文物にみられる新羅系文物など，新羅との
国際関係が緊密であったことがわかる。
註
1) キトラ古墳壁画について、『奈良新聞』に掲載されたが、そのさい人物図像の衿が右椛であることについてふれた。 2002年
の4月のある日、佐原真さんから、その確認の電話があった。
東京での追悼式の目、わたしは平壌に飛びたった。水山里古墳などの壁画古墳を見学し、民俗博物館で、高句麗壁画人物像の
衣服復元の陳列コーナーを前に、電話のことをおもいだした。
1) rキトラ」という地名は、「北浦Jからなまったものである。地名学的に大矢氏も指摘されていた。 1983年に玄武が発見さ
れたころ、当時奈良県教育委員会の文化財保存課に勤務して埋蔵文化財の業務にたずさわっていた。新たな遺跡の見つかると、
遺跡発見届の提出が義務づけられている。その名称は「亀虎古墳」となっていた。遺跡の名称としては適宜でないため、再検酎
してもらったことが想いだされる。キトラ古墳壁画には四神が描かれていたのである。朱雀が確認されるまで、 20年を要した。
いまや高松塚古墳で不明であった朱雀が権認され、四神図であることがあきらかとなった。事務的に処理しないでよかったと痛
感している。
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はじめに
評の成立と展開
一七世紀の阿波一
丸山幸彦
7世紀中・後期の阿波地域の政治状況について、当時の東アジア世界の動向をふまえ、とくに地方
行政組織としての「評」の形成と展開ということを軸に報告する。
l 七世紀中・後期の日本列島
イ 評制をめぐって
評は律令制地方行政組織としての国・郡・里制度のうち、郡の前身にあたる組織である。『日本書
紀』大化二年(六四六)春正月詔の第二詔に「初修京師、置畿内国司・郡司・関塞・斥候・防人・駅
馬・伝馬、…凡郡以四十里為大郡、三十里以下回里以上為中郡、三里為小郡、其郡司並取国造性識清
廉堪時務者為大領・少領、一・」とあり、国・郡・里制がこの時点で確立されたと記されている。
評という組織は郡の前身であることが明らかにされていたので、かつては、この詔の記事から評は
大化以前の地方行政組織であり、それが改新により、郡に移行していたと考えられていた。書紀の内
容とくにこの詔への疑問は、すでに第二次世界大戦以前の津田左右吉以来だされていたが、後に藤原
宮より関係木簡が大量に出土し、評は大宝二年(七O二)の大宝律令まで存続しており、郡はそれ以
降の組織であることが明確になった。
ロ 六四0年代の政治動向
六世紀末以来の-00年間の東アジアの歴史について、そのなかから律令制的古代国家群が形成さ
れてくる、戦争と内乱の周期として位置づけるという石母国正の整理がある。石母国によると、この
間に三つの大きな波があり、六四O年代は二つめの波の時期である。すなわち、唐の高句麗侵攻に伴
う東アジア情勢の緊迫のなかで、それが引き金になり中大兄によるクーデター(乙巳の変あるいは大
化の改新)が起こされる(六四五年)。このように、六四0年代は大きな変動の時期であるが、その
具体的な様相は日本書紀の孝徳期の記述に潤色が多いだけに謎が多い。ただ、郡の前身としての評が
姿をあらわすのは、孝徳期においてであることについては、諸説一致している。
この評という組織は朝鮮諸国で採用されていた地方行政組織のあり方を導入したものとされてい
る。東アジアの情勢の緊迫化のなかで、国家建設を急ぐ当時の日本の指導者が先進国である朝鮮諸国
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の制度を導入し、それによる支配力の強化を目指したものである。
2 七世紀中・後期の阿波国
以上の全般的な動きをふまえ、阿波地域における地方行政組織としての評の成立・展開の過程を見
てし、く。評は国造の支配する「クニJを基盤に編成されている。阿波の場合、吉野川下流域の粟凡直
国造のクニ、勝浦川・那賀川・海部川流域の長国造のクニ、および吉野川上中流域の佐伯直氏のクニ
の三つが存在していたとされている。
イ 吉野川下流域について
『続日本紀』神護景雲元年(七六七)三月一六日条に「阿波国板野、名方、阿波等三郡百姓言目、
己等姓、庚午年籍被記凡直、唯籍皆着費字、自此之後、評督凡直麻巴等披陳朝庭、改為粟凡直姓巳畢、
天平宝字二年編籍之目、追注凡費、情所不安、於是改為粟凡直Jとあり、六六0"-七0年代に板野・
名方・阿波三郡すなわち吉野川下流域全域の「評督」に粟凡直麻呂がついている。さらに、名西郡石
井町中王子神社に所蔵されている「阿波国造碑Jに「阿波国造名方郡大領正口(七)位下粟凡直弟臣
墓・養老七年歳次笑亥年立」とある。養老七年(七二三)という日本でももっとも古い墓誌の一つで
あり、八世紀初頭に粟凡直氏が名方郡大領であったことが分かる。第三に、藤原京から板野評と記さ
れた木簡が出土しており、六九0年代には板野郡の前身としての板野評の存在が確認される。
この三者との関連で、伊予国の豪族である別君氏について、その系図 (W和気氏系図』、九世紀後
半に円珍がつくらせたもの、その信想性は高し、)によると、評造一評督一郡大領の三代にわたる系譜
があらわれている。これは孝徳期(六四0---五0年代)一天智・天武期(六六0"-八0年代)一大宝
令以降(七00年以降)に対応するとされている。この別君氏の動向と対応させると、粟凡直氏の動
きについても、孝徳期の評造粟凡直某(氏名不詳)一天智・天武期の評督粟凡直麻日一大宝令以降の
名方郡大領粟凡直弟臣という、律令国家形成過程における三代の歩みが浮かび上がってくる。
問題はこの評造・評督がどの評の評造・評督であったのかである。『続日本紀Jでは粟凡直麻日が
どの評の評督か記していない。名方郡にひきつければ、板野評が存在していることから見て、名方評
の評督とみることができる。一方『続日本紀』によれば、評督の粟凡直麻呂は名方・板野・阿波三郡
全体の百姓を代表して行動している面がうかがえ、その側面をとれば三郡で構成される吉野川下流域
全体が一個の評となっており、その評の評督とみることもできる。この場合は孝徳立評時点で、一個
の評であったのが、七世紀後半の過程で三つの評に分割されたことになる。
ロ 吉野川上中流域
この地域については、観音寺遺跡から「麻殖評伎現宍二升」と記された木簡が、飛鳥池遺跡から「三
間評口小豆"'J と記された木簡が(し、ずれも七世後半)出土している。後の三好・美馬・麻植三郡か
らなるこの地域は讃岐の影響が強く、五~六世紀の段階で佐伯直氏を国造とするクニが存在していた
が、七世紀後半には二つの評に分割されていた。
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評の成立と展開一七世紀の阿波ー(丸山)
『日本霊異記』の説話「遭兵災信敬観音菩薩像得現報縁」に伊予国の豪族が白村江の戦で捕虜にな
ったがイ弗の加護で帰還できたので「建郡造寺」と記されている。朝鮮出兵に多くの瀬戸内の豪族・農
民が動員されたことはまちがいない。それだけに白村江の敗戦の影響は大きい。霊異記が説話である
が伊予に素材をとっているのはそのあらわれであろうし、松原弘宣らは伊予においては白村江の敗戦
以降に全面的・本格的な立評がおこなわれるとする。讃岐を通して瀬戸内海の影響を受ける当地域も
この敗戦に強し、影響を受けたであろう。そして当地域の場合、現美馬郡に郡里廃寺が存在する。白鳳
期建設の法起寺型式の寺院であり、美馬郡の中心部に立てられている。そのことをふまえれば、孝徳
期に立てられた評が、白村江敗戦以降の激動のなかで、あらためて三間・麻殖の両評に再編されたこ
と、三間評の成立に対応した形で郡里廃寺が建設されたとみてよい。
ハ 勝浦川・那賀川・海部川流域
『続日本紀』宝亀四年(七七三)五月七日条に「阿波国勝浦郡領長費人立言、庚午之年、長直籍皆
著費之字、因葱前郡領長直救夫、披訴改注長直、天平宝字二年、国司従五位下豊野真人篠原、以無験
記更為長費、官判依庚午籍為定、」とあり、この南部地域でも、同時期の吉野川下流域と似た過程が
たどられていることが推測されるが、史料がこれ以外になく詳細は不明である。
長郡が那賀郡と勝浦郡とに分割されるのは七-0年代であり、七O二年に評が郡に編成替されたと
きに長評が長郡になったと見るべきである。その点で、七世紀の段階で、吉野川流域で見られような
評の分割・再編はこの地域では起こっていなかったと推測される。また、評の成立そのものも、孝徳
期であるか、天智・天武期に下がるのかも不明である。
まとめ
七世紀中・後期という日本の律令国家の形成過程における阿波国の政治動向を見る場合、百済救援
や白村江での敗戦という東アジア情勢の激動と切り離して考えることはできない。吉野川上・中流域
の場合、その影響を受けていることは一定明らかにしうるが、吉野川下流域及び阿波南部地域につい
ては、その影響をうかがいうる直接的な史料はみあたらない。
しかし、評という地方行政組織のあり方の変遷という面からいうと、東アジアにおける戦争と内乱
の周期の第二段階(孝徳期)という激動のなかで、阿波という地域においても、国造のクニを基盤に
した評の編成がなされ、さらにその評は白村江の敗戦以降の戦争と内乱の周期の第三段階(天智・天
武期)においては、地方行政機構の組織強化という面からの再編成がなされるという過程が進むとみ
てよいのである。
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庄・蔵本(徳大構内)遺跡出土の無文土器系土器をめぐって
一縄文から弥生への変化を一地方の視点から考える一
中村 豊
(大学解放実践センター)
西日本における縄文時代から弥生時代への変化は、遠賀川式土器と水稲耕作、大陸系文化の普及と
して一般的には説明されている。しかし、そのあり方は各地域で多様な姿を示している。徳島地域で
もそうであって、概説書に描かれている北部九州や近畿地方とは異なる地域色を持っている。今回の
研究会のテーマが「古代東アジアをめぐる国際環境」であるため、朝鮮半島の「無文土器」に類似し
た土器を取り上げるけれども、これに偏った視点ではなく徳島の特殊性を活かした報告をおこないた
し、。
弥生時代前期の西日本には、遠賀川式土器とよばれる斉一性の高い土器が、若干の地域色をもちな
がらも広く普及している。今回の検討対象である「無文土器」は、この遠賀川式土器の範鴫におさま
らない口縁端部に粘土紐を貼り付けたもので、「粘土帯土器」と呼称され、「無文土器j の後半に属
している。ところが、この「粘土帯」を西日本の最終末の縄文土器である突帯文土器の痕跡や、弥生
時代前期末・中期初頭の「瀬戸内型墾Jの原型と考えることもできる。
徳島大学蔵本地区にある庄・蔵本遺跡の位置する吉野川下流南岸には、縄文時代から弥生時代へと
変遷する時期に、名東遺跡、三谷遺跡、鮎喰遺跡、を合わせた4遺跡が眉山北麓の微高地上に立地して
いる。それぞれがわずか数100mの距離に展開しており、小地域の実態を把握するのに良好なフィール
ドである。この、 4遺跡は、時間的に重なり合いながら展開する。突帯文土器最終末から、突帯文土
器と遠賀川式土器が併存していたころは、眉山北麓の微高地上に、比較的小規模の集落が点々と重層
的な景観を呈していたと考えられる。その後、蔵本地区周辺に拠点的な集落が形成され、人々はここ
に集まり、従来の伝統的な集落景観は終わりを告げる。
この変化をもう少し具体的にたどってみると、三谷遺跡における石棒儀礼と圧遺跡の列状を呈する
墓域との対称的な姿が一例である。三谷遺跡では多数の石棒が、あたかもイヌの埋葬儀礼に用いられ
たかのような出土状況を示しており、縄文時代の埋葬時における儀礼を堅持しようとする意図を明確
に読みとることができょう。
一方、三谷遺跡で石棒儀礼が盛行したころ、庄・蔵本遺跡では弥生前期初頭の墓域が東西 2ヶ所に
形成される。このうち西側の墓域は、箱式石棺墓2基・配石墓13基・空棺墓 1基・土坑墓6基からな
る列状の配置をする。副葬品としては、小型の査・鉢類と碧玉製の管玉がある。このような墓制は、
西日本の縄文時代には類例が認められないものであり、東北部九州から山陰、中西部瀬戸内地域に展
開する大陸起源の墓制と考えられる。
?
庄・蔵本(徳大構内)遺跡出土の無文土器系土器をめぐって(中村)
次の段階にいたって集落景観は一変する。微高地上に点々と存在した遺構は庄・蔵本遺跡へと集中
・大規模化する。環濠・濯概用水路・水田が次々と造営されたのである。眉山山裾に竪穴住居4棟が
営まれた。このうち、東側の 1棟からは肩平片刃石斧・石製紡錘車の未製品が砥石とともに出土して
おり、大陸系磨製石器の製作が本格的に開始されたことを示している。これら 4棟の北側に接して 2
重環濠が検出されており、内側から多数の土坑が密集してみつかっている。この北側の低地に濯瓶用
水路・水田を営んでいる。「拠点集落」と呼びうる県内情ーの弥生集落はこの時期をもって成立した
といえよう。しかしながら、こうしてできた弥生集落にも、縄文時代からの伝統的な文物は脈々と受
け継がれている。たとえば、土掘り具として1種の鍬として用いられたと考えられる打製石斧や、打
製石庖丁、狩猟具である石嫉や穿孔具である石錐が出土しており、これらは弥生時代を通して受け継
がれてし、く。
以上から、徳島市眉山北麓地区における弥生集落の形成は、試行錯誤・粁余曲折を経てようやく成
し遂げられたものである。縄文時代から弥生時代の移行期に、それ以前にはみられなかった規模での、
大陸系文化の流入があったことは事実であるし、それに朝鮮半島からの渡来人が関わったことも否定
できないであろう。しかしながら、文物ひとつひとつを客観的に評価する限り、縄文集落が渡来人か
らなる弥生集落に駆逐されたとはいえないの大陸系文化と縄文時代から受け継いだ文化が複雑に絡み
合って成り立っところに、本地域における弥生文化成立の特色を読みとることができょう。
以上のような視点に立てば、庄・蔵本遺跡出土の土器が「無文土器」であるかは、今後、他地域の
土器とも十分に比較した上で、慎重に評価しなければならないと思う。
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